










先天性高ビリルビン血症 Gunn ラットホモ接合体(jj)は顕著なビリルビン性小脳発育障害

を示す。われわれは CNS におけるビリルビン毒性発現機構解明の一環としてこのjj ラット

小脳を用い,ビリルビン脳障害時におけるリソゾーム系の反応について検討してきた。 

本報告では界面活性剤や homogenization 操作が jjラット小脳リソゾームにおよぼす影響

について調べ,jj ラットで活性が上昇するⅡおよびⅢ群の酵素を含むリソゾームと活性増

加が僅少であるⅠ群の酵素を含むリソゾーム間に性質の違いがあるか否かを検討した。さ

らに jj で著るしく活性が増加するβ－glucuronidase と活性上昇のほとんどみられない

acid phosphatase については酵素組織化学的に小脳内分布を検索した。 


